
　
学
校
に
は
著
作
権
の
例
外
措
置
が
適
用
さ
れ
、
著

作
権
者
の
許
諾
が
な
く
て
も
、
小
説
や
絵
、
音
楽
な

ど
の
作
品
を
、
一
定
の
範
囲
で
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
先
生
方
も
、
補
助
教
材
と
し
て
様
々
な
著

作
物
を
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
た
だ
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
に
よ
り
、
著
作
権
に
関
し
て
慎
重
な

対
応
が
求
め
ら
れ
る
場
面
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
今
回
は
ま
ず
、
著
作
権
を
侵
害
し
な
い
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
す
。

　
著
作
権
と
は
、
著
作
物
を
創
作
し
た
人
が
有
す
る

権
利
で
す
。
著
作
物
は
、「
思
想
又
は
感
情
を
創
作

的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
文
芸
、
学
術
、
美

術
又
は
音
楽
の
範
囲
に
属
す
る
も
の
」
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
（
＊
１
）。
著
作
物
を
創
作
し
た
時
点
で

著
作
権
が
発
生
し
ま
す
が
、
届
け
出
は
不
要
で
す
。

例
え
ば
、
生
徒
が
制
作
し
た
論
文
や
絵
な
ど
も
著
作

物
で
あ
り
、制
作
し
た
生
徒
が
著
作
権
を
有
し
ま
す
。

　
学
校
で
の
著
作
権
の
例
外
措
置
は
、
授
業
や
特
別

活
動
な
ど
に
お
い
て
、
教
え
る
者
（
教
師
）
と
教
え

ら
れ
る
者（
児
童
生
徒
）が
主
体
の
活
動
で
あ
れ
ば
、

授
業
に
必
要
な
限
度
内
で
、
ま
た
、
著
作
権
者
の
利

益
を
不
当
に
害
し
な
い
範
囲
内
で
、
著
作
物
の
複
製

な
ど
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す（
図
）。試
験
問
題

に
つ
い
て
も
、
著
作
権
者
の
事
前
の
許
諾
を
得
ず
に

著
作
物
を
使
用
で
き
ま
す
。な
お
、原
則
、著
作
者
名

や
題
名
な
ど
、出
所
の
明
示
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
次
の
３
つ
の
う
ち
、
著
作
権
の
侵
害
に
あ

た
る
ケ
ー
ス
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。

①
教
師
が
購
入
し
た
市
販
の
問
題
集
の
１
ペ
ー
ジ

著作権やプライバシーを侵害しないために

例外措置を拡大解釈せず、著作権への意識を高める。

生徒が制作した論文や絵などを学校外で使用する場
合は、生徒の許諾を得る。

著作物を使って作成した教材を、生徒の端末に送信
するためには、補償金の支払いが必要。

オンライン授業などを行う際、生徒の顔や著作物が
不用意に映り込んでいないか確認する。

学校
危機管理
基 礎 講 座

著
作
権
と

プ
ラ
イ
バシ
ー
の
侵
害

テーマ

学
校
で
起
こ
り
得
る
危
機
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
備
え
を
し
て
お
く
べ
き
か
。
事
故
や
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
ら
、

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か
。学
校
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
研
究
す
る
坂
田
仰た

か
し

教
授
が
解
説
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。第
７
回
は
、著
作
権
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

学
校
に
は
著
作
権
の
例
外
措
置
が
あ
る
が
、

拡
大
解
釈
や
目
的
外
使
用
に
は
要
注
意

日本女子大学
教職教育開発センター
教授　坂田 仰

たかし

大阪府の公立高校に勤務後、東
京大学大学院法学政治学研究科
公法専攻博士課程単位取得退
学。1996 年、日本女子大学に
赴任。専門は、憲法学、公教育
制度論。2021 年９月に『新訂
第４版 図解・表解教育法規』（共
著、教育開発研究所） を出版。

解説者

＊１　著作権法第２条１項１号による。　
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お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任

を
、
ク
ラ
ス
全
員
に
コ
ピ
ー
し
て
配
布
。

②
文
化
祭
で
生
徒
が
制
作
し
た
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
オ
ブ
ジ
ェ
を
、
市
民
文
化
祭
に
出
品
。

③
書
籍
か
ら
写
真
を
複
製
し
た
自
校
の
入
試
問
題
を
、

自
校
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
過
去
問
題
と
し
て
掲
載
。

　
い
ず
れ
も
著
作
権
者
に
無
許
諾
で
行
え
ば
、
著
作

権
の
侵
害
に
あ
た
り
ま
す
。
①
は
、
著
作
権
者
の
利

益
を
不
当
に
害
し
て
い
る
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
例
外
措

置
を
拡
大
解
釈
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
②
は
、
出
品
に
際
し
て
生
徒
の
許
諾
が
必
要
で

す
。
そ
し
て
、
教
育
活
動
で
は
な
い
市
民
文
化
祭
で

の
展
示
に
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
著
作
権
者
の
許
諾

も
求
め
ら
れ
ま
す
。
③
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲

載
が
試
験
実
施
と
は
異
な
る
目
的
で
の
利
用
と
な
る

の
で
、
写
真
の
著
作
権
者
の
許
諾
が
必
要
で
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
で
の
著
作
物
利
用
を
円

滑
に
す
る
た
め
、
補
償
金
を
支
払
う
こ
と
で
、
一
定

の
範
囲
内
で
著
作
物
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
使
用
で
き

る
「
授
業
目
的
公
衆
送
信
補
償
金
制
度
」
の
運
用
が
、

２
０
２
０
年
４
月
に
始
ま
り
ま
し
た
。そ
れ
に
よ
り
、

授
業
の
過
程
に
お
い
て
、教
師
が
書
籍
や
テ
レ
ビ
番

組
の
録
画
な
ど
を
用
い
て
作
成
し
た
教
材
を
生
徒
の

端
末
に
送
信
す
る
こ
と
や
、生
徒
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
収
集
し
た
図
や
写
真
を
使
っ
て
資
料
を
作
り
、

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
ー
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
と
い
っ

た
こ
と
が
無
許
諾
で
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
る
と
、
複
製
や
加
工
、
配
布
な

ど
が
容
易
に
な
り
ま
す
か
ら
、
著
作
権
へ
の
配
慮
が

一
層
求
め
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
教
科
書
や
補
助
教

材
が
映
っ
た
動
画
を
学
校
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開

す
る
こ
と
は
、
著
作
権
の
侵
害
に
あ
た
り
ま
す
。
公

開
す
れ
ば
生
徒
以
外
の
人
が
活
用
で
き
る
状
態
で
す

か
ら
、
授
業
以
外
の
目
的
で
使
用
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
た
め
、
目
的
外
使
用
に
あ
た
り
ま
す
。

　
20
年
度
は
特
例
と
し
て
無
償
で
し
た
が
、
21
年
度

か
ら
は
通
常
運
用
と
な
り
ま
し
た
。
児
童
生
徒
１
人

あ
た
り
の
金
額
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
学
校
設
置
者

で
あ
る
自
治
体
や
学
校
法
人
等
が
、
同
制
度
を
管
轄

す
る
Ｓサ

ー

ト

ラ

ス

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｓ
（
＊
２
）
に
申
請
・
支
払
い

を
す
る
こ
と
で
、
著
作
物
の
デ
ジ
タ
ル
使
用
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
は
、
無
意
識
の
う
ち
に
生
徒

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
に

も
留
意
し
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
授
業
を
ラ
イ
ブ
や

録
画
で
配
信
す
る
際
、
教
室
で
発
表
す
る
生
徒
の
顔

が
映
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

時
に
は
、
顔
が
映
る
生
徒
、
及
び
保
護
者
に
配
信
し

て
よ
い
か
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
し
て
は
、個
人
情
報
保
護
の

観
点
で
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、現
在
、関
係
す

る
法
律
を
改
正
し
、個
人
情
報
保
護
制
度
の
見
直
し

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
、個
人
情
報
の
保
護

に
関
し
て
、国
立
・
公
立
・
私
立
そ
れ
ぞ
れ
で
適
用

さ
れ
る
法
律
・
条
例
が
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

を
一
元
化
し
、加
え
て
個
人
情
報
等
の
定
義
の
統
一
、

ル
ー
ル
の
再
構
成
が
な
さ
れ
る
予
定
で
す
。
個
人
情

報
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
も
変
更
が
見
込
ま
れ
る
の

で
、
今
後
の
動
向
に
注
意
が
必
要
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
複
製
や
加
工
、配
布
が

容
易
に
な
る
か
ら
こ
そ
、
一
層
の
配
慮
を

図　 学校その他教育機関における複製等に関する例外

下記の条件を満たせば、補助教材などとして、複製・インターネッ
トなどでの送信・授業などでの伝達ができる。

❶営利を目的としない教育機関であること

❷授業を担当する教員やその授業等を受ける児童生徒がコピーして配布
したり、Ｅメールなど、インターネットを介して送信したりすること

❸本人（教師または児童生徒）の授業のために使用すること（特別活動、
部活動なども、例外措置の対象となる）

❹著作物の利用範囲は授業で必要な限度内で、コピーの部数・インター
ネットを介した送信先は、授業のクラスの人数内とすること

❺既に公表された著作物であること

❻その著作物の種類や用途などから判断して、著作権者の利益を不当に
害しないこと（児童生徒を対象として販売されているドリル等はこれ
に該当するため、例外措置の対象外）

❼原則として、著作物の題名、著作者名などの「出所の明示」をすること

※著作物を使用したものを、メールやクラウドサービスなどのイ
ンターネットを介した送信などをする場合には、学校の設置者が
補償金を支払う必要がある（授業目的公衆送信補償金制度）。

※文化庁「学校における教育活動と著作権　令和３年度改定版」を基に編集部で作成。

＊２　Society for the Administration of Remuneration for Public Transmission for School Lessons の略称。正式名称は、一般社団法人授業目的公衆送信補
償金等管理協会。詳しくは右記ウェブサイト参照。https://sartras.or.jp　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
不
用
意
に

生
徒
の
顔
が
映
り
込
ん
で
い
な
い
か
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